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学籍番号                   氏名                        

 

《症例１》 

１．診断は何か。 

 

 

 

 

 

２．この疾患の病因を答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．鑑別診断を述べよ。鑑別点は何か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の治療方針を述べよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．「図１」のような眼の症状を何とよぶか。 

 

 

６．この疾患に特徴的な身体所見をまとめよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．この疾患にみられる検査所見の異常をまとめよ。検査の略号を理解せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．甲状腺シンチグラフィーの意義と所見を述べよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．抜け毛や爪の異常をきたす疾患をあげよ。 

 

 

 

 

 

 

10．この疾患における病理診断の意義を述べよ。 
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《症例２》 

１．20 歳代女性の乳房のしこりの原因を頻度順に列挙せよ。 

 

 

 

 

 

２．乳癌の画像診断上の特徴を述べよ。 

 

 

 

 

 

３．乳癌の病理診断の手順を述べよ。細胞診、コアニードル生検、切開生検の適応は？ 

 

 

 

 

 

４．乳癌の特徴を知る免疫染色（ER、PgR、HER-2）の意義を述べよ。 

 

 

 

 

 

５．乳癌手術の種類と適応を述べよ。 

 

 

 

 

 

６．センチネルリンパ節生検とは何か。その意義を解説せよ。 

 

 

 

 

 

７．乳房再建術の種類と適応を述べよ。同時再建術の利点と欠点は？ 

 

８．乳房温存手術の適応を述べよ。 

 

 

 

 

 

９．乳房温存手術後の全乳房照射の利点と不利益を述べよ。 

 

 

 

 

 

10．術前化学療法の適応は何か？ 

 

 

 

 

 

11．乳癌の再発リスクとは何か（サンクトガレン同意に基づいて答えよ）。 

 

 

 

 

 

12．本患者の治療方針の選択肢を提示せよ。 

 

 

 

 

 

13．化学療法の副作用を述べよ。 

 

 

 

 

 

14．標準治療と個別化治療（tailor-made medicine）の違いを説明せよ。 

 

 

 

 

 

15．本患者にはフィアンセがいて、結婚を考えている。生活指導をしてほしい。 


